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中野市南大原遺跡出土土器

長野市浅川扇状地遺跡群出土土器 （写真右： 高さ約 38cm)



長野市塩崎遺跡群出土玉類とヒスイ原石 （長さ約 6cm重さ 260g) 

佐久市高尾古墳群5号墳



松本市海岸寺遺跡遠景

南牧村矢出川第四遺跡出土石器 （写真左上長さ約 7cm) 
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中野市 琵琶島

2 中野市 南大原

3 長野市 浅川扇状地遺跡群

4 長野市 塩崎i遺跡辞

5 佐久市 西近津遺跡群、周防畑遺跡群

6 佐久市
森平遺跡、 寄塚遺跡群、今井西原遺跡‘

今井菖の前遺跡

7 佐久市 東山遺跡、小山の神 B遺跡

日 佐久市 高尾A遺跡高尾古墳群5号頃

g 佐久市 尾垂遺跡、洞源遺跡地家遺跡

10 佐久下村 大沢屋敷遺跡、滝ノ沢i遺跡

n 佐久市 寺久保遺跡

12 佐久穂町 満り久保遺跡

13 南牧村 矢出川第VIII遺跡

14 松本有 ；毎芹寺遺跡

15 飯田市 神之峯減跡

図 1 平成 25年度調査・整理対象遺跡



2013年度の事業概要

本年度は 8件の開発事業にかかる発掘・整理作

業を受託し、速報展等の自主事業と市町村への技

術指導を l件行った。

発制作業のうち、技術指導を除く調査の対象と

なった遺跡は 17ケ所、総面積 67,980凶で、継続

事業の中部横断自動車道関連事業、三遠南信自動

車道関連事業、県道高田若槻線建設関連事業など

のほかに、本年度より新たに坂城！更埴バイパス改

築関連事業ほか 2事業の発掘作業に着手した。

また、中部横断自動車道関連事業の整理作業を

進め報告書 2冊を刊行した。事業費総額は 666,337

千｜リで前年度とほぼ同規模である。

以下、ここでは、主に発掘作業の成果を時代ご

とに概観してみよう。

•llf石器時代姶良丹沢火山灰降版以前、 25,000

年をさかのぼる石器群が矢出川第四遺跡（南牧村）

から発見された。石刃や縦長剥片を素材としたナ

イフ形石器に貝殻状刃器が伴う。

これまで野辺山高原では、最終氷則最寒冷期の

約 2.2H年前の石器群が最古と；考えられていた

が、今川の調査により同地域における遺跡の開始

時期は、約 3 万年前まで遡ることがl~j らかとなっ

た。また、水品製の石器がまとまって出土するな

ど、主要な発見が相次いだ。満り久保遺跡（佐久

穂町）では、槍先形尖頭器、紺11.i｝）核が出土し、 2

時期の石器群の存在が示唆された。

・純文l時代高尾 A遺跡（佐久dilでは前期前

半期の県穴住居跡 1軒を調査した。丘陵斜面に立

地するため全容は不明であったが、政状耳飾等の

出土をみた。立地条件の似た小山の神 B遺跡（佐

久市）の成果と併せて、佐久地域の前期集落の動

向を考える上で、新たな情報を提供できたc

大沢屋敷遺跡（佐久市）、満り久保遺跡（佐久

穂町）などで、中期から後期の土器とともに、土

坑が検出された。南大原遺跡（中野市）では、「南

大原式土器」の命名のもとになった前期上持と竪

穴状の遺構が調査されている。

・弥生時代浅川扇状地遺跡群（長野市）では、

溝跡から人頭大の河原石とともに、壷、高杯、斐、

蓋などがほぼ完形で一括出土した。弥生時代末と

考えられる資は口縁が2段につくられたものがあ

り、注Hされる。

塩崎遺跡群（長野市）は、千曲川左岸の自然堤

防上にあり弥生から古代にかけての竪穴住居跡が

重複して確認されている。中期 3軒、後期 28軒

の竪穴住肘跡のほか、再葬墓、方形周溝墓、木棺

墓、土壌墓なども検出された。副葬品と考えられ

る玉類はヒスイ製の勾玉、管玉など 50点以上認

められ、なかでも、ヒスイの原石のII＼土は特筆さ

れる。このほか、南大原遺跡（中野市）では、後期

の竪穴住）叶跡から鉄鉱、片刃鉄斧が/H.・I：している 0

・古墳時代から古代塩崎遺跡群（長野市）では、

周溝のみであるが、 5世紀後半の円墳 3基が確認

された。 1恭の周溝内からはウマの骨が出土した。

骨は 1頭分と忠われ、頭骸骨や四肢竹などがぱら

ぱらの状態で、古墳被葬者の葬送儀礼に伴う事例

と考えられる。県内の類例は、今まで南信の飯田

市周辺に｜現られていたが、北信の長野市では初見

となった。

高尾11i墳n下5号墳（佐久市）は新発見の横穴式

石室を持つ円墳で、墳丘部は残っていなかったが、

貴重な調査成果となった。小山の柑1B遺跡（佐久

市）では斜面地に平安時代の竪穴住居跡 9軒が検

出され、カマドの多くは山側壁にあり、遺存状況

が良く、伸．道を石で組んで構築した事例があったO

・中近ttt i支川扇状地遺跡群（長野市）では、中

近世の掘立柱建物跡の柱穴が多数検山されたO 当

地は高野氏館跡、（桐原要害）の推定地にあたり、

以前調官された堀跡との関係を含め、今後の調査

に期待される。また、旧北国街道沿いの調査医で、

幕末の火災で焼けた大量の瓦、一分銀を模した士

製模造貨等も検H¥されている。

海岸寺遺跡、（松本市）は、寺院跡の可能性が想

定されていたが、今年度の調査では関連する遺

構・遺物は得られなかった。

神之峯城跡（飯出市）の 2年間にわたる調査の

結果、城域は独立丘陵全体に及ばず、調査対象地

は域外であり、＂ I近世の寺院や掘立柱建物跡が検

出された。



II 発掘作業の概要

遺跡名 所在地 事業名 面積ぱ 調査期間 時代・内容 主な遺物

琵11'琶わ島じま
県道豊田中野線 2 660 

4 JJ 8 fl～ 弥生時代：竪穴住民会跡、拘！立柱建物 縄文時代：早・前・後期のーl：器、石器。弥

7 JJ 31 11 跡、 i：坑、遺物集中。 生～古代：土器。中近lit：陶磁器。

中野市

i有実路 8 fl I 11～ 
弥生時代：竪穴住居跡、懸穴状遺構、

縄文時代：土器、イi~：位。弥生時代：上器、
県道二三水中野線 939 Ji形周溝墓、傑t五本的幕、本給墓、

11 JJ 13 11 
i再跡、土坑。

石器、太型蛤点｝1-i斧、鉄鍬。

あ浅きか川わせ扇んじ状よq地む 4 JI 8 I 1～ 
弥＇I＇.二～古墳・方形！剖 i梓幕。弥生～中

弥生～古代：土器、須忠器、土自申告書。中
長野市 県道高田若槻線 7.423 近世：竪穴住居跡、樹立柱建物跡、

12 } J 19 fl 
i奔跡、井戸跡、土坑、水IU跡。

近世：陶磁器、五輪然、ぉ；。

塩崎
4月 1211～ 

弥生～古代：竪穴住居跡、方形周溝 縄文～中世：一土器、陶器、石器。弥生～

長野市 坂城更埴バイパス 3,190 
12月25fl 

幕、古墳、土J:tc。体生～中世：構跡。 古代：石製品（勾玉、ヒスイ原石）、鉄製

古代：掘立柱建物跡。 品、人骨、獣骨。

話路寺 松本市 通常砂防 5,800 
8 JI 1 I 1～ 8代：竪穴住居跡、樹立柱建物跡。 縄文時代：土熔・石器。山代：：1・.様、灰

12月 1711 近世：石垣。 希b陶器。中近世：内耳鍋、陶磁器。

か神み之のみ峯ねじ城よ． 3 111 r 1～ 
ljl近世： J創立柱建物跡、土坑、 i茸跡、

中近世：土器、陶磁路、イイ製品、青銅製
飯川市 飯喬道路 14,044 燐i：跡、集石。近世以前・堀状遺構。

12 fl 16 fl 
近世：石組み遺構。

品、鉄製品。

東山 640 
4 JJ 12 11～ 

l時期不明： i梓跡。 縄文時代～中世：土器、干i器、陶磁器。
1Jl30ll 

尾垂 3,640 
6 JJ 24 11～ 

なし なし
8 JJ 23 11 

高古こゅ墳尾ん群＜・Aん5高号ご今J墳ふ4ん 6,810 
5 JJ 27 11～ 縄文時代：竪穴住居跡。古墳時代： 縄文時代：土器、石昔話、上r飾。 11i墳～市

9 fl 4 11 古墳。時期不明： i草跡。 代： t師器、須忠；器、人竹。

小こや山まの治神み B 
6 250 

8 JJ 29日～ 縄文時代：土坑。占代：竪穴住居跡、 縄文時代．土器、石器。古代：土器、鉄

12 JJ 16 11 焼上跡、 i草跡。 rj1近世： i葺跡。 製品。中近世：石製品。

i竜ノ fl~ 佐久市 7 790 
9 Jj 30日～

なし なし
11 JJ 15 II 

中部横断自動車道

お大お沢さわ庵や敷しS
100 

11Jl711～ 
縄文時代：土坑。 なし

11 JJ 27 11 

地家 170 11Jl20rl なし なし

て寺ら久〈保" 5,070 
11 JJ 26日～

なし なし
12JII7fl 

どう；Tん 12 tl 6日～
i同i原 3.100 12Jl20fl 

,tj代：土坑、焼土跡。 古代：土~。

満り久保 佐久徳町 300 
4 Jl 18日～

ILlfi終：石器集中。縄文時代： l：坑。
11::1石器：檎先形尖JiJ'i持、紺111刃、細石刃

6JJJOll 校、スクレーパー。縄文｜時代：土様。

矢やlでHか川わだ第い咽 1li牧村 農地改修 600 
JOJJJll～ 

川石器：石器集中。 iJ•t時：陥し穴。
旧石器：ナイフ形石器。 H般状刃日号、水

12 J J 4 II 品石核、事l片。
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(1）琵琶島遺跡

（県道豊田中野線関連）

所在地及び交通案内： 中野市豊津字大日影。

上信越自動車道中野ICから北西約 9.7kmo 

遺跡の立地環境：千曲川左岸に発達した河岸段丘

上 （標高 320～340m付近）に立地する。調査

地点は、千曲川に強く張り出した段丘上にある。

発掘期間等

調査期間

25.4.8～7.31 

検出遺構

遺構の種類

竪穴状遺構

掘立柱建物跡

土坑

調査面積 調査担当者

2.660ぱ

数

和il凹弘実

大津泰智

I 近jll:? 

2 弥生

83 利文～弥生

黒岩降

時期

弥生時代中期後半の集落

平成 23年度から調査を行い、3年目の今年度

が最後の発掘作業となる。昨年度の調査地に隣接

した東区と、そこから南西方向に約 100m離れ

た南区が今年度の調査地である。

東区では竪穴状遺構 1基、掘立柱建物跡 1棟、

約 60基の土坑がみつかり、いずれも埋土中から

弥生土器が出土した。掘立柱建物跡は長軸を南北

にとり、桁行4問、 梁行 1聞の柱間構造を もっ。

昨年度の調査で、長軸を南北にとる掘立柱建物跡

を弥生時代中期と判断していることから、この建

物も同時期の可能性が高い。

南区では縄文 ・弥生土器片が混在して出土する

遺物包含層、掘立柱建物跡 1棟と、弥生土器片の

集中出土域 1ヶ所、 土坑約 20基を調査した。

遺物包含層は南区の東側と西側にのみ残存し、

石匙や尖頭器など縄文時代の石器の出土もある。

図 2 琵琶島遺跡の位置 （1: 50.000中野）

出土遺物

遺物の種類｜ 時期内容

ιI探 ｜縄文前期j～後期 弥生中期後半

石器 ｜縄文～r広 （石匙、 尖頭器、正， ~1Tuほか）

掘立柱建物跡は長軸を北西 南東方向にとり、柱

問の間隔もやや変則的である。南東方向の柱間の

間隔に対し、北西方向の柱聞は半分程度しかない。

両区の掘立柱建物跡には、構造的に違いが考え ら

れ、時期、立地、 役割の違いなどが予想される。

調査のまとめ

調査区の東側にあたる千曲川の川岸付近では、

弥生時代中期の遺構や遺物が多くみつかった。千

曲川沿いには栗林遺跡や柳沢遺跡など、大規模か

っ出土遺物に特色のある弥生時代の遺跡がある。

両遺跡の中間地にあたる本遺跡が、どんな役割を

担っていたかを検討することが今後の課題である。

図3 弥生時代中期後半の掘立柱建物跡
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みなみおおはらいせき

(2）南大原遺跡

（県道三水中野線関連）

所在地及び交通案内：中野市上今井字南大原。

上信越自動車道中野 IC から北｝将来~ 2.6 kmo 

遺跡の立地環境：｜日干曲川左岸に発達した沖積地

上に立地し、調査地点は現干曲川にかかる上今

井橋のたもと付近にある。

発掘期間等

調査期間 調査面積 ｜ 調査担当者

25.8.1～1 1.13 約 939凶 ｜黒岩降 長行川桂子

検出遺構

遺構の種類 数 時期

%穴住居跡 6 弥よ主中期1後、！と～後期初頭

日E火状遺構 2 縄文前期、弥11:.1:j:i期後半

｛政！木本十官墓 3 弥：生中期後＇j＇・.’ （決林式期）

本十店墓 2 弥生中期後、｜’ （架林式期）

Jill~周 i荷墓 1 弥生後期 （利i1'J-1J＜.式期）

ii＇／｝跡 3 弥生中NJ後、I＇・.～後期

一 i~ ±JL 70 弥生巾期後、！と（梨林式期主体）

図4 南大原遺跡の位置 （1: 50.000中野）

出土遺物

遺物の種類 時期・内容

I ｛，~ 縄文1)ij）明、弥生中期後半～後期

千IT.号 弥11iiiJm後半～後期 （打製イ－1鍬、！吾製石鍬、
太ff.'19！｛＇：刃石斧、刃器、 勾トーほか）

鉄器 ~fj； よ卜 l ↓1fYJ後半～後期（）－＼刃鉄斧、鉄鉱ほか）

遺構・遺物の特色

弥生時代中期後半の時期には、中央の大溝を挟

んで、北側に 2軒、南側に 2軒の竪穴住居跡が確

認された。硬くしま った住居の床面には、置かれ

たままの状態で、つぶれた壷が多数出二｜てするなど、

興味深い遺物出土状川が観察された。また、同時

期の蝶床木棺幕、木棺墓 2基が並んで確認され、

旧千曲川左岸の沖積地上に営まれた 集落における墓域が明 らかとなった。

弥生時代中期後半～後期のムラ 弥生時代後期には、 竪穴住居跡や方形周溝墓が

県道建設に伴う南大原遺跡の発掘調査は、 今年 つくられ、住居跡からは鉄鉱も出土し、金属器の

！支が最終年度にあたり、 3ヶ年で約 3.200ぱを調 使用が明確に示される重要な成果が得られた。

査した。今年の調査区は県道を挟んだ、昨年度調

査区の東側で、？rj1積地の高まりにあたる。調査の

結果、弥生時代後期の竪穴住居跡、方形周溝墓、

中期後半の竪穴住居跡、や際床木桔墓などの墓跡が

硝（認された。

また、 「南大原式土器」の命名のもとになった

がli文時代前期の土器や、性格は明らかではないが、

竪穴状の遺構も初めて発見されている。

-4-

図5 つぶれた査が出土した住居跡の床面



あさかわせんじょうち いせきぐん

(3）浅川扇状地遺跡群

（県道高田若槻線関連）

所在地及び交通案内： 長野市桐原 ・吉田。

長野電鉄桐原駅から東約 0.2Km。

遺跡の立地環境：飯縄山を水源とする浅川によ っ

て形成された扇状地上に立地する。

発掘期間等

調査期間 調査面積 ｜ 調査担当者

館田典H自 民川利IP!!.

25.4.8～12.19 7.423ぱ ｜鈴木時夫 I自ji~t fli ";'! 
大久保邦彦

検出遺構

遺構の種類 数 時期

~i)I.穴住居跡 54 弥生、古墳、奈良 ・平安

州立柱建物跡 2 古代中近jll:

i市閥、 ・流路跡 36 必生、古代～近 111:

，.坑（ね＇A.を含む） 620 ·J~；生～中－近 il l:

示同

出土遺物

遺物の種類

土｛，if・1；旬(i}J,(,if

1-17.詰・イli製品

金J瓜製品

’骨

瓦

図 7 調査区遠景
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時期－内容

縄文前期、弥生中 ・後期、古墳前期～後期、

奈良 ・平安、巾・近IH:

古代～中世 （砥石、 イrl司、 ti:輪塔ほか）、

平安（欽鍬つほか）、q-1近附 （銭貨ほか）

r11代～中世 （獣’旬、 Jllil)

近世 （火災で焼けたi交正Lほか）



市街地の Fの集落跡

平成 23年度から発掘調査を開始し、 3年間の

発掘調査で竪穴住居跡 167軒のほか、中世の堀

跡・中世の墓などが確認されたO 調査対象地区は

南北に約 870mに及び、長野電鉄線を境に、南

側を桐原地区（1～4区）、北側を吉田地区（5・6

区）と区分した。今年度の調査は、5a・ 5 b区、 6

b・6c区、 1d I豆、3a・3b区で実施した。

吉田地区では弥生時代後期と平安時代の竪穴住

居跡、弥生時代の自然流路跡などを確認した。な

お、縄文時代前期及び弥生時代中期の土器片が少

量出土したが、当該期の遺構は確認されていない。

桐原地区の調査では、弥生時代後期～平安時代

の竪穴住居跡・掘立柱建物跡、中近世の掘立柱建

物跡・井戸跡などが確認され、弥生時代から中世

の各時代の集落跡が重複している状況がわかった。

弥生時代の集落と方形周溝墓

弥生時代中期では、 6区で中期後半の栗林式土

器が少量出土したが、当該期の遺構は認められな

し、。後期では、 5b区と 6区とで吉田式期の竪穴

住居跡各 l軒が検出された。また、 312{では箱清

水式及び弥生時代後期末から古墳時代前期初頭の

敏二
図8 SD13の遺物出土状況と遺物

の竪穴住居跡が 7軒確認された。

平成 23年度からの調査結果をふまえると、吉

田地区には、後期前半の吉田式期の竪穴住居跡が

まとまり、桐J京地区では後期後半の箱j青水式から

後期末の竪穴住居跡が多い傾向にある。一方、長

野電鉄線南側の 1d I丘北端で、弥生時代の溝跡

(SD 13）が検出され、人頭大の河原隊とともに、

査、高杯、斐、蓋などがほぼ完形で出土した。造

物は埋土の中位から出土し、埋没する過程で上部

から転落したと推定される。出土した壷には大小

2種類があり、大型の壷は底部が欠けて失われて

いた。規模はljl話1.4～2.6m、深さ約 1.lmで、コー

ナーを有する二辺が検出された。長野電鉄線に接

しており、全形は不明であるが、方形周溝墓の溝

跡である可能性が高い。

古墳時代の集落

1 d区と 3区で前期から後期の竪穴住居跡が8

n検出された。3区では未確認であった中期の竪

穴住居跡が確認され、 古墳時代l二11期から後期の集

落が存在することが明らかとなったc 中でも、 SB

3001、SB3003、SB3010は一辺 7mを超す大型

竪穴住居跡で、同時期の他の竪穴住居跡に比べ 2

倍以上の大きさである。また、 3区南部には最大

ljl面14m、深さ 2mほどの溝跡 （SD3013）があ

図9 3区全景写真（合成）と竪穴住居跡
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り、北縁底面から土器がまとまって出土した。

溝跡は、古墳時代中期から後期にかけて存在し

たと考えられ、 竪穴住居跡に隣接していた可能性

がある。各遺構の出土遺物と時期の詳細な検討を

行う予定である。

奈良 ・平安時代の集落

5b区 （吉田地区）と1d. 3区（桐原地区）で竪

穴住居跡 32軒が検出された。3区では、すべて

の竪穴住居跡の軸が南北にそろっており、古墳時

代以前の竪穴住居跡と異なる方向を向いている。

この傾向は桐原地区で概ねみられ、 吉田地区で

は必ずしも南北の方向を向いていない。

なお、 3区では円面硯、緑柚陶器の破片、平成

23年度に 1区で筆立て付円面硯 （奈良時代）が

出土している。桐原地区と吉田地区では、出土遺

物においても、内容に差がある可能性がある。

中世 ・近世の集落

3区では、中世から近世の掘立柱建物跡の柱穴

が多数検出された。ST3001は柱穴底面に礎盤石

をもち、南に側柱を配した大型の掘立柱建物 （側

柱を除いて 14.92m×4.80 m）である。この遺構

の明確な時期や性格は今のところ明らかではない

が、 2区で検出された中世館の堀跡との関係も考

慮すれば、来年度以降の両地区間の調査に期待す

るところが大きし」

また、 6c区、 5a区は北国街道とされる「相の

木通りJ沿いの調査区で、幕末の火災で焼けた多

量の瓦、一分銀を模した土製模造貨 （図 11上）な

ど、江戸時代の遺物、遺構が検出されている。

図 10 大型の掘立柱建物跡 （ST3001) 

：~ 
A ト4

「吋1
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(4）塩崎遺跡群

（一般国道 18号坂城更埴バイパス関連）

所在地及び交通案内 ：長野市篠ノ井塩崎。

JR稲荷山駅から南東約 800illo 

遺跡の立地環境：干曲川左岸の自然堤防上に立地

する。

発掘期間等

調査期間

25.4.12～12.25 

検出遺構

遺構の種類

竪穴住居跡

捌立柱建物跡

慕

目月三跡

士坑

調査面積

3.190凶

数

68 

調査担当者

四番子康瀬昭弘 黒岩｜後

内堀 団 前回一也

時期

弥生、古墳、 奈良 ・平安

1 古代

19 
弥生～古代 （古墳 3基 ・7J
形周溝墓 l基含む）

21 弥生～中世

278 弥生～古代

図 12 塩崎遺跡群の位置（1・50,000長野）

出土遺物

遺物の種類 時期・内容

縄文後 ・晩期 （深鉢ほか）、弥生中 ・後期

土器 ・陶磁器
（室、斐ほか）、古墳前～後期 （資、高i不ほ

か）、奈良 ・平安 （士不、蓋ほか）、仁｜こ1世 （即l

ほか）

弥生（石鍛、磨製石斧、打製石斧、 石包丁、

石器・石製品 剥片、 勾玉、管玉）、古墳 （管王ほか）古

代～中世（砥石ほか）、

ガラス製品 弥生～古墳（ガラス小玉）

ヨノ～乙U信号Jt牛武，， 口口 平安（紡錘車、万子ほか）

’骨 弥生～古代 （人骨、獣骨）

その他 ヒス イ原石

図 13 遺跡近景（西側上空より）
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塩111奇遺跡群は長野市の南端、千曲川左岸に位置

する。その範凶は、聖川から千曲市境まで南北に

約 2km、東西に最大幅約 800m に広がる。遺跡群

内には伊勢官遺跡など弥生時代を中心とした大規

模な遺跡が刷知され、これまでに長野市教育委員

会によって発掘調査がなされてきた。

道路建設予定地は、南北に延びる千曲川の自然

堤防上に位置する遺跡群を東西に横断するように

計画された。今年度は、千曲川寄 りの 1区とした

事業地の東端の南側と、市道を挟んだ西側の 2区

の北東側とで調査を行った。

幾時代にもわたって営まれた集落

調査では、千曲川寄りの白然堤防端部にあたる

調査地東側を除くほほ、全面で、竪穴住居跡が重複

して確認され、出土した土器などの遺物はコンテ

ナ約 300箱にのぼる。確認された竪穴住屑跡は

68軒で、その内訳は、弥生時代中期 3lVf .後期

28軒、 古墳時代前期 l軒・後期 4軒、 奈良・平

安時代 32il!fとなり、約 1.000年間にわたってこ

の地区に集落が形成されていたことが分かつてき

た。 しかしながら、弥生時代中期や古墳時代の前

半期に所属する竪穴住居間；は少ないため、その期

間は集落が今回の調査地以外の地区に移り、調査

地は墓域として利用されていたことが考えられ

た。

また、 平安時代の後半以降に所属すると思われ

る遺構は、墓が l基と地区を区画するような浅い

直線的な構跡のみに とどまり、この地区が現在と

同じような畑地などの生産域へとかわっていった

ことも推考される。

図 14 完形に近い状態で出土した弥生時代後期の聾

図 15 古墳時代の竪穴住居跡

さまざまな墓

調査では、 19基の墓が確認された。墓からは

遺物の出土が少なく、その多くは細別時期を特定

できないものの、弥生時代の再葬墓 ・方形周溝

墓・木棺墓・土墳墓、古墳時代の円墳、平安時代

の土臆墓など異なる時期の様々な形態の墓がみつ

かっている。

また、副葬品と考えられるヒスイ製の勾玉、水

品製の算盤玉、緑色凝灰岩・鉄石英・メノウなど

いろいろな石材で製作された管玉やガラス製の小

玉などの装飾品が 50点以上出土しているが、 墓

から出土 したものは少なかった。

弥生時代の墓は、中期の再葬墓 ・i喋床木棺墓、

後期末の方形周溝墓が確認されている。方形周溝

墓は約 12m×13 mで北西に面する 1辺に開口部

が設けられている。また、はっきりした時期は不

明であるが、切り 合いなどから弥生時代に所属す

ると思われる木棺墓や土墳墓も確認されている。

多くの墓墳から人骨の出土が確認されたが、残存

状態はかなり悪く、埋葬姿勢などははっきりして

いない。

占墳時代の墓としては、 千曲川寄 りで 3基の円

墳が確認された。いずれも後世の耕作等により墳

E部は削平され、周溝のみの検出となった。時期

は、周溝から出土 した土器などから、 5世紀後半

に所属すると考えられる。3基のうち最も東側で

確認された古墳周溝（SM1009）は、 111肩約 2m・

深さ約 40～60cm、推定される直径は約 18m で、

周溝内からは高杯や壷などとともに、ウマの骨が

出土した。出土した骨は 1頭分と思われるが、頭

9-



骸骨や四肢骨などがぱらぱらの状態で出土し、こ

の状況からみて、古墳被葬者の葬送儀礼に伴い周

構内に遺棄された可能性が考えられる。県内で同

時期のウマの骨の出土が確認されたのは、今まで

南信の飯田市周辺に限られていたが、 北信の長野

市で確認されたことは、古墳時代の馬の飼育管理

等に携わる ような有力者の存在を考察する上で重

要な発見となった。

平安時代以降に所属する墓は、土墳墓が 1基確

認されている。出土した人骨の残存状態はあまり

よくないが、頭を北に して手足を伸ばした状態で

図 16 弥生時代後期の方形周溝墓

図 17 弥生時代の墓跡から出土した人骨 （歯）

図 18 平安時代後半以降の墓跡人骨出土状況

埋葬されていた。

次年度以降の調査に向けて

今後、調査は自然堤防の中央部に向かつて進み、

さらに後背湿地へと 調査範囲が広がる こととな

る。

この結果、時代及び時期毎に捉えられる居住域

と墓域のあり 方に加え、生産域との関係が具体的

に見えてくる ことになろう 。また、ウマの骨が出

土した古墳の全体像が明 らかとなり 、古墳被葬者

に対する葬送儀礼が復元されることも期待される。

図 19 古墳周溝 （SM1009）の遺物出土状況

図20 古墳周溝 （SM1009）出土のウマの下顎骨

ハU’E
A
 



(5）神之峯城跡

（飯喬道路関連）

所在地及び交通案内：飯田市上久堅。

天竜川（水神橋）から東側に約 5kmo 

遺跡の立地環境：玉川左岸にある独立丘陵。

発掘期間等

調査期間

25.3.4～12.16 

検出遺構

遺構の種類

掘立柱建物跡

土坑

t品三跡

焼－1：：跡

集石

石組み遺構

堀状遺構

調査面積 調査担当者

河j!Ej克造市川降之

14.044 rri I二木雅博古賀弘一

大津泰智宮村誠二

数 時期

12 中近世

382 中近it!:

7 中近世

13 i:jJ近世 11、時期不明 2

6 中近tH:

I 近世

1 近世以前

幻の「新慶寺」

飯喬道路建設路線は、独立丘陵（神之峯）の尾

根と谷が複雑に入り組む中腹を東西方向に横断す

る形で計画された。この独立E陵全体は神之峯城

跡として埋蔵文化財包蔵地となっている。

調査は 2ヶ年にわたり実施した。昨年度は調査

対象地西側を、今年度は調査対象地東側と西側の

一角を対象とした。

神之峯城主の国人領主の知久氏は、在城時に

18ケ所の寺院（知久十八ケ寺）を建立したとの

伝承がある。今年度の調査区には、十八ケ寺のひ

とつ「新慶寺」 の推定地が含まれていた。

今回、この推定地から近世の屋敷跡が発見され

た。この屋敷跡、は掘立柱建物跡と土坑、集石で構

成されていた。J屈立柱建物跡には正方位を向く総

図21 神之峯城跡の位置 （1: 50.000時又）

出土遺物

遺物の種類 時期内容

中世（青磁碗、青磁香炉、瀬戸美濃産天日

土器・陶磁器 茶碗、平椀、常i骨産の主主） 近世以降（碗、

皿）

:{, ゴJl¥!II 仁I" 中佐（硯、砥石）、近tlJ:(11氏石）

青銅製品 中世（銭貨）、近世（銭貨）

並T大1寸4、IJ.11日 近世（釘）

柱の建物とやや軸が振れる側柱の建物とがある。

前者の建物は 3間×3間と 2間×3問、後者の建

物が 1間×3問と 2間×3聞の規模で、両者とも

に底面に礎盤石を設置した柱穴が確認されてい

る。

この建物群はその規模と形状から、農民の屋敷

跡と推測している。段丘の中央部には谷状の窪み

があり、屋敷跡はこの窪みを埋め、平坦にした後

図22 神之峯城跡調査区全景

（写真中央上、独立丘陵の頂部に本丸がある）



図 23 3区近世の屋敷跡 全景

につくられている。窪みを埋めた土からは 15世

紀の縁紬小皿や天目茶碗等の古瀬戸製品と常滑の

護が出土し、屋敷跡構築以前に 3-1区で遺構が

存在したことも推測されるが、明確にできなかっ

た。

図 24 3区近世の掘立柱建物跡

尾根を断ち切る堀状の落ち込み

独立丘陵 （神之峯）の頂部 （主郭部）から約

400 m離れた尾根上で、 111面（検出面）約 4m、深

さ（検出面～底面）約 2.5m を測る堀状遺構

(SD 201）が確認された。SD201はL字状の形状

を呈し、尾根筋に平行し、横断する溝跡である。

断面形状は V字形 （薬fiJf堀状）で、 出土遺物は

なく、構跡埋没後に構築された石組み遺構の時期

から、近世以前の所産と推測している。

このSD201は、人為的に構築されたものか自

然に形成されたものか判断し難い。SD201周辺

では城郭施設の曲輪等が確認されていなし」また、

断面形状は斜面下方側に緩やかに開き、地形的な

視点からみると地殻変動等の自然要因で形成され

た可能性も指摘されている。

今後、 主郭部から離れた場所で堀が確認された

調査事例との比較 ・検討－をし、 SD201の性格を

明らかにすることが課題である。
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図 25 2区堀状遺構全景

神之峯城の再検討

神之峯城跡の調査対象地はいままでに城郭施設

の存在が把握されていなかった。今回の地表面観

察の結果、数多くの平坦地が確認され、神之峯城

に伴うか否かの解明が調査の大きな諜題であった。

神之峯城はいままで、城域が独立丘陵全体に及

ぶものと理解されていた。2年間にわたる発掘調

査の結果、この平坦地からは神之峯城に伴う遺構

が確認されなかったため、調査対象地が城外で

あったと考えている。

また、今回知久十八ケ寺のなかのふたつの寺院

推定地（法心院、新慶寺） を調査した。知久氏の

神之峯城在城時以前に、神之峯城の中腹に建物が

存在したことは明らかとなったが、この建物が知

久十八ケ寺へと編入されかどうかは、不明である。

さらに、新慶寺の推定地では寺院と推定される

遺構が確認されなかったこともあり、小字と伝承

で語り継がれている知久十八ケ寺の存在について

は再検討を要するものと考えている。

図26 2区堀状遺構断面
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(6）海岸寺遺跡

（通常砂防事業（海岸寺沢））

所在地及び交通案内：松本市入山辺字東桐原。

JR松本駅の東約 6.6kmo 

遺跡の立地環境：薄川左岸の大倉山西山麓の海岸

寺沢の谷内に立地する。

発掘期間等

調査期間 調査面積 調査担当者

25.8.1～12.17 5.800ぱ｜市川降之三＊雅l専

検出遺構

遺構の種類 数 時期

竪穴住肘跡 1 平安

士坑 56 平安～近ttそ

講跡 7 近世

石f亘 32 近陛

出土遺物

遺物の種類 時期・内容

土器・｜淘俄器
縄文、平安（土師器、先u芯器、！米有h陶器）、

中世（内耳鍋）、近111:1淘餓器

石器 縄文（石簸）

その他 近世（人骨）

幻の「海岸寺」

遺跡の所在する桐原地区には平安時代中頃の県

宝海岸守千手観音立像が伝えられており、遺跡近

くの海岸寺沢の地名からも、遺跡付近にかつて「海

岸寺」と呼ばれる寺院が存在した可能性が想定さ

れていた。

この千手観音像を杷る観音堂には元和三年

(1617）の棟札も伝えられており、そこには奥の

院から観音堂を移し、あわせて「下々田五畝rn.1歩

畔共」に寄進する旨が記載されている。ここに記

載される奥の院は、海岸寺沢の上流 500mほど

登った海岸寺経塚が所在する弘法平に比定されて

一14

図27 海岸寺遺跡の位置 (1: 50,000和田）

おり、平安時代に山寺として始まり、時代と共に

施設が移転したことが推測される。しかし、「海岸

寺」の伽藍配置や変遷については不明な点が多い。

海岸寺遺跡は平成 20年度に県営畑地帯総合土

地改良事業の幹線農道建設に伴って松本市教育委

員会が発掘調査し（松本市教育委員会 2010『桐

原城祉 海岸守遺跡』）、さらに海岸寺沢の砂防ダ

ム建設計酬に伴って平成 24年度に松本市教育委

員会が遺跡範凶確認の試掘調査を行っている。試

掘調査では礎石建物跡と池跡を検出し、この試掘

地点は保存されることとなった。また、遺跡範囲

は平坦地群全体に及ぶ可能性が想定され、保存地

区より下方のダム建設予定地については、松本市

教育委員会と長野県教育委員会、松本建設事務所

の協議により長野県埋蔵文化財センターが発掘調

査を本年度から実施することになった。

本年度の調査成果

本年度は、ダム本体及び砂堆範囲のなかで遺跡

内を縦断する市道の北西半分と海岸寺沢内、及び

付け替えの市道部分を対象とした。遺跡の地形は

海岸寺沢沿いに狭い氾濫原があり、調査地の大部

分は段丘上の緩傾斜地となる。氾濫原内を含めて

石垣を伴うほほ水平な平坦地が連続し、建物を建

てるための造成のnj"能性も想定されていた。

調査は平坦地毎にトレンチを設定し、表土を除



図28 海岸寺遺跡平坦地

去して遺構の有無を確認した。遺構が確認されな

い場合は地山まで達するトレンチを入れて平坦地

の盛土層の構造を把握し、盛土層の下で遺構が確

認された地点は盛土層を除去して下層の遺構精査

を実施した。

大部分の平坦地では遺構は検出されず、遺物出

土もわずかであった。盛土は磯混じり土を盛った

上に礁の少ない士を盛る構造が共通して捉えら

れ、盛土層中に遺構面は確認できなかった。一方、

ダム本体が建設される予定地では近世の土坑が数

基検出され、遺跡内の下方の道路部分では、埋土

から平坦地造成以後と思われる側臥屈葬の土坑墓

や土坑、平坦地の盛り土層下で平安～戦国時代と

思われる柱穴跡・土坑、平安時代の竪穴住居跡を

検出した。また、ここでは盛り土層下に残る旧表

土と思われる黒色土層から内耳鍋が出土し、現景

観の平坦地群は近世に造成されたと推測された。

ただし、盛り土層や検出面からは近現代も含めて

陶磁器はわずかしか出土せず、直接造成時期を示

すと思われる遺物はない。

今後の調査へ向けて

本年度の調査では 「海岸寺」 にかかわる遺構は

検出されなかったが、同じ平坦地群の続きとなる

松本市教育委員会調査地点との関係の把握は課題

として残された。松本市教育委員会が検出した礎

石建物跡が元和三年（1617）の棟札に記載される

移転した観音堂とすれば、併記される寄進水田が

今回の調査地点の一部に該当することも考えられ

る。さらに、造成以前の遺構が存在する可能性も

あり、これらの課題の解明を進めていきたい。

図29 平安時代竪穴住居跡
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ひがしやまいせき

(7）東山遺跡

（中部横断自動車道関連）

所在地及び交通案内：佐久市伴野。

国道 142号佐久南 LC入口から南西へ約 0.4kmo 

遣跡の立地環境：八ヶ岳北東麓の小扇状地上O

発掘期間等

調査期間

25.4.12～4.30 

検出遺構

遺構の種類

調査面積

640ぱ

数

調査担当者

若林 卓伊藤友久

栗林幸治 山村誠二

時期

権跡 I 1 I巾世以降

出土遺物

遺物の種類 ｜ 時期内容

土器 .{1器 ｜縄文～弥；LI：.［－.器、須恵器、ィ－，鍬

(8）大沢屋敷遺跡

（中部横断自動車道関連）

所在地及び交通案内：佐久市大沢。

国道 141号本新町交差点から西へ約 1.3kmo 

遺跡の立地環境：千世l川左岸、大沢川が形成した

扇状地上に立地。標高 704mo 

発掘期間等

調査期間 調査面積 調査担当者

25.11.7～ 11.27 I 100 n-i 若林 卓 f州全）；＿；久 栗林幸治

検出遺構・出土遺物

遺構の種類 数 時期

土坑 4 縄文後期

遺物の種類 時期内容

土器 ・石器 縄文 I.器、；白鍛、剥）＇，・

図30 東山遺跡の位置（1: 50000小諸）

中世以降の溝跡の延長部分を確認

本年度は標高 686m前後の市道 25-13号線下

を調査し、過去の調査で発見された講跡、の南側延

長部分を検出した。出土遺物から、中世以降の所

産と考えられる。

また、 今回の調査によって、この溝跡が市道下

で消失していることがわかった。耕作地の造成等

によって削平されたと考えられる。

図31 土坑の調査風景

扇状地上に残された縄文時代後期の土坑群

平成 23・24年度の調査で、縄文時代後期の遺

物包含層と円形に配列する土坑群などが確認され

ている。本年度はこれらの土坑群の南西側に隣接

する部分が対象となり、土坑 4基を検出し、縄文

時代後期の土器片や石撤・剥片が出土した。

新たに発見された土坑群は、これまでの調査で

確認された遺構との関連が想定され、縄文時代後

期の所産である可能性が高いと考えられる。

16-



こやま かみ いせき

(9）小山の神B遺跡

（中部横断自動車道関係）

所在地友び交通案内：佐久市小宮山字小山の神。

県道 145号線小宮山入口から南西へ約 lkmo 

遺跡の立地環境：八ヶ岳北麓から北東に延びる丘 図32 小山の神 B遺跡の位置 (1. 50.000小諸）

陵の南東斜面に立地し、標高 710～735mo 出土遺物

発掘期間等

調査期間 ｜調査面積 i 調査担当者

25.8.29～ i2.i6 I 6.2soぱ ｜若林卓伊藤友久栗林幸治

検出遺構

遺構の種類 数 時期

竪穴住居跡 9 平安

土坑 13 縄文、 平安

｛荷跡、 4 平安以降

焼土跡 5 平安以降

八ヶ岳の北麓から幾重にも延びる丘陵のひとつ

に本遺跡は立地している。平成 23年度の発掘調

査では、丘陵頂部の南東側へ緩やかに傾斜した部

分で、縄文時代前期の竪穴住居跡 14軒が確認さ

れ、該期の集落が営まれていたことが明らかと

なった。

本年度の調査対象範囲は、平成 23年度調査区

図33 調査区全景（南東上空から）

遺物の種類 時期－内容

士器・陶磁器 縄文、平安、 1・11世

石部 ・右製品
縄文 （正I皿、石鍛、打製石斧）、中｜立以降

（五輪塔水輪）

金属製品 平安（鉄製品）、中近世（銭貨）

の南東側に隣接する丘陵頂部端から裾部にかけて

である。調査の結果、丘陵の頂部では土坑 5基と

前回調査で確認した溝跡 2条の延長部分が検出さ

れた。中腹部から裾部では平安時代の竪穴住居跡

9軒を発見した。

縄文時代前期集落域の南東境の調査

丘陵頂部で検出された土坑 5基は袋状を呈し、

出土遺物、分布状況から、前回確認された縄文時

代前期集落に伴うものと考えられる。今回の調査

で竪穴住居跡は確認されなかったが、丘陵頂部端

とやや急傾斜となる中腹部との境で遺構が途絶

図 34 縄文時代前期の土坑群
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図35 平安時代の住居跡SB16 （左）・ SB17 （右）

え、ここが縄文前期集落域の南東端と推測される。

南東斜面に広がる平安時代の集落

検出された平安時代の竪穴住居跡は、総数9軒

を数える。9軒は丘陵南東奈｜而の中腹部から裾部

にかけて、 2～4mの楳高差をも って上中下の三

列に分かれて分布する。上列は標高 717.5m付近

に2軒 （SB15・20）、中列は 713.5m 付近に 3I!if

(SB 16・17・21）、下列は 711m前後に 4軒 （SB

18・19・22. 23）が、それぞれ位置する。

中列に位置する SB16とSB17は重複してお

り、南東側の SB17を切ってSB16が構築された

ことが判った。また、上列の SB15は増改築が行

われ、北東側に拡張するとともに、旧住居部分を

埋めて新たに床を形成していた。旧カマ ドは床下

に封じられ、拡張部分に新たなカマドを構築して

いた。

F列の SB19は、 本体部分の南西側に、本体床

より 20cm高まったテラス状の広い張出部をもっ。

旧カマドや貼床は確認されなかったものの、増改

築が為された可能性も考えられる。

図 36 SB 19カマド

推定を含めてであるが、上列、中列、下列の各

区域で増改築や同位置での新築が行われているこ

とは、この三区域が住居建築場所と して固定化し

ていた状況を推測させるc 本集落の集団成員が3

グループに分かれ、各々のグループごとに居住域

が定ま っていたのではあるまいか。各住居跡の詳

細な時期を特定したうえで、改めて検討したい。

今回の調査では、平安時代の当地域におけるカ

マドの構築と廃絶に関する好資料が得られた。

カマドはほとんどの場合、住居の山側壁（北西

壁）に付設されている。SB21のカマドは袖石上

に架した天井石、そして支脚石が残る。また、 SB

19のカマドはとくに煙道の遺存状態が特筆され

る。煙道は、燃焼部上の壁面を溝状に掘り込んで

左右に側壁石を連ね、その前面に蓋石を積み上げ

ている。こうした煙道構造が床面から約 80cmの

高さまで、残っていた。

一方、 SB22では、火床被熱部と袖石抜取痕が

検出されたのみで、カマド構築材は全く残ってい

なかった。また、 SB15旧カマドは、火床部や周

囲に、大きさのほほ揃った土器片が集中していた。

両者ともカマド廃絶に伴う儀礼行為を示す例と理

解する。

確認された平安時代の集落は 10世紀前半を中

心と した時期が考えられる。小河川に｜臨む山間の

集落ではあるが、東方の片員川流域の沖積地から

1 kmほどしか離れていなし、。本集落の成立契機に

ついては、 山よ りもむしろ平地との関わりを視野

に入れて考える必要があろう 。今後、発掘資料の

分析を進めるとともに、周辺の該期集落の動向を

ふまえて追究すべき課題である。

図 37 SB 37カマド
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(10) 
いせきたかお

遺跡高尾高尾A
古墳群5号墳

（中部横断自動車道関連）

所在地及び交通案内：佐久市前山宇高尾。

中部横断自動車道佐久南 ICから南へ約 2kmo 

遺跡の立地環境：八ヶ岳北麓から北東に延び、る正

l境の南東斜面に立地。標高約 730～770m前後

発掘期間等

調査期間

25.5.27～9.4 

検出遺構

遺構の種類

照穴住居跡、

111m 

i\Vi~~； 

調査酉積 調査担当者

6.810 m 

数

若林 i；〔
栗林宇治

I 縄文

1 占有1

1 古代以降

遺跡の概要

伊藤友久

山村誠二

時期

高尾 A遺跡は佐久市南部の千山川左岸、八ヶ

岳から北東に伸びるE陵の南東斜面に立地する。

本遺跡は従来から弥生時代～平安時代の遺物散

布地として知られていたが、当センタ ーが平成

21年度に実施した確認調査において旧石器時代

の石器が出土し、また、平成 23年度の本格調査

でも、沢跡と考えられる地点で、旧イ－i%品時代の姶良

丹沢火山灰降灰以前 （約 2.5万年以前）の石器群

が出土したことから、この地での人類の活動時期

がより遡ることが明らかになった。

本年度の調査対象地では、平成 23年度のトレ

ンチ調査で、縄文時代の竪穴住居跡と考えられる

遺構などが確認されていた。本年度は、さらに、

調査対象地で古墳が新たに発見され、その調査を

実施した。

-19 

出土遺物

遺物の種類 時期ー内容

十今日i十 純文、古墳～古代 （l:flrli出・ m忠器）

:{-j (,if 利文 （イ1鍛、剥片、砕！＇1 · 、 1:i~ イ 1 )

’同類 llJ墳～古1t（人’百 ・i*i)

縄文時代前期の竪穴住居跡

竪穴住居跡は調査対象地の東端に位置する。遺

構の南半は羽｜－作地の造成等によって削平されてい

た。残存する県穴住居跡の平面形は、隅丸方形を

呈 し、残存音ISの規模は東西約 4.4m、南北約 2.8

mを測る。検出面からの深さは最も残りの良い

部分で約 0.7m である。床には柱穴 4基のほか、

炉跡とみられる焼土面が認められた。

竪穴住居跡から出土した遺物には縄文時代前期

前半の土器片や石器（石搬、敵石）のほか、政状

耳飾も認められた。このことから、 竪穴住居跡の

時期は縄文時代前期前半の所産と考えている。

図39 竪穴住居跡



なお、本遺跡の近辺には、同じ立地条件の小山

の神 B遺跡があり、平成 23年度の調査で縄文時

代前期の竪穴住居跡や貯蔵穴などが検出されてい

る。佐久地域の縄文時代前期集落の動向を考える

上で、両遺跡の関連も今後の課題である。

未周知の古墳の発見

本年度の調査により、調査対象地には未周知の

古墳が存在することが分かった。

古墳は墳丘径約 9mの円墳で、南東部分が耕

作地等の造成によって大きく 失われていたもの

の、外護列石や周溝の一部が残存していた。周溝

は墳丘周囲を円形に巡り、 最大幅約 3mを測る。

検出而での規模から周溝の外径は 15m ほどで

あったことが想定できる。

主体部は南に開口する横穴式石室である。天井

が失われ、 壁体も 1～3段が遺存するのみである

が、側壁の外周には多量の川原石を用いて裏込め

を施していることカ河在かめられた。

横穴式石室は、側壁に組み込まれた立柱石に

よって、内部の空間を玄室と羨道とに分ける構造

である。玄室は中ほどで幅が最も広くなる「胴張

り」と呼ばれる形態を有している。玄室の規模は

長さ 2.1m で、 111面は奥壁部分が 0.9m、玄室の中

ほどが 1.3m である。羨道は残存長が 1.5m を測

る。玄室床には 5～ 10cm前後の礁が敷き詰められ

ている。

本墳は石室の構造や規模からみて、 7世紀後半

～8世紀に築かれたと考えられる。

遺物は周溝と玄室から土器類が少量出土した。

このうち、周溝から出土した須恵器杯などはr±Ji責

の築造時や追葬時のものである可能性がある。 ー

方、玄室の床から約 30cm上位で、出土したオ今師器

杯は平安時代のものである。ほほ完形であり、 意

図的に石室内に持ち込まれた可能性が高し、。平安

時代に石室が再利用されたことが考えられる。ま

た、玄室から人骨 ・歯が出土した。床より 5～ 10

cm浮いているため、追葬あるいは再利用に伴うも

のと推測される。

本墳の周辺には、従来から高尾古墳群が知られ

ており、 1～4号墳の 4基が登録されている。本

墳については、発掘終了後、佐久市教育委員会に

より高尾古墳群 5号墳として新規登録の手続きが

取られた。

図 40 新発見の古墳（高尾古墳群5号境）
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（中部横断自動車道関係）

所在地及び交通案内：佐久穂町大字畑。

国道 145号の清水交差点から西へ約 lkmo 

遺跡の立地環境：八ヶ岳東麓から東に延びる丘陵

末端部の千曲川と大石川をのぞむ河岸段圧上

調査期間

調査期間 調査担当者

若林卓伊藤友久

栄林幸治宮村誠二

調査面積

25.4.18～6.10 300 ni 

検出遺構

遺構の種類

士坑

数 ｜ 時期

3 I縄文時代以降

出土遺物

遺物の種類 時期－内容

石器
旧七一器（恰先形尖頭器、細石刃、初11'」刃核、

スクレーパー）

土器 縄文土器

八ヶ岳束麓の旧石器時代石器製作跡

満り久保遺跡は標高約 850～900mを測る河岸

段E上に位置する。遺跡内の地形は南側の正陵尾

根稜線部と、そこから北側に下る谷状地形に分か

図42 遺物検出状況

図41 満り久保遺跡の位置 （1: 50.000琴利LL!)

れる。平成 21年度の調査で、尾根稜線部において

耕作土中から旧石器時代の石器が多数出土した。

本年度の調査対象地は尾根稜線部の町道 F部分

で、上記石器群出土地点の北側に隣接する。石器

は、黒曜石の槍先形尖頭器（1点）・細石刃（2点）・

細石刃核 (1点）・スクレーパー (1点）・剥片お

よび砕片（65点）のほか、チャート・頁岩・安

山岩の剥片・砕片若干を検出した。耕作土や撹乱

からの出土で、ローム層中の石器包含は確認され

なかった。縄文時代のものを含む可能性もあるが、

ほとんどは旧石器時代の所産と考えられる。

出土した旧石器は、槍先形尖頭器を代表とする

時期と、 細石刃を中心とする時期の二つの時期が

認められる。石器は耕作の撹杵等により動いてい

ることは明らかだが、旧石器時代の二時期、ここ

で石器製作が行われ、その過程で残された石器群

と理解する。

他の時代については、縄文時代以降の土坑 3基、

縄文中期土器が検出された。

図 43 細石刃核 （長さ・ 3cm) 
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時期内容遺物の種類

出土遺物

所在地及び交通案内：南牧村野辺山。

JR野辺山駅から南約 2km。

遺跡の立地環境：八ヶ岳東南麓の火山性扇状地末

端付近、野辺山高原南部、飯盛山の裾部緩斜面

標高は、 1,350m。

発掘期間等

矢出川第四遺跡

（県営畑地帯総合土地改良事業）

(12) 

ナイフ形石器、只殻状刃器、石刃ほか

削平されていた。

177点の石器が出土した。器種組成は、ナイフ

形石器4点、貝殻状刃器2点、石刃 5点、石核 9

点、剥片 114点、砕片 43点である。石材は黒曜

石 153点、水晶 23点、頁岩 1点である。

旧石器時代の遺物は、調査区北側約 40mの範

囲に分布し、 3ケ所のブロックが確認された。各

ブロックは調査区外へと広がるため、全体の規模

第1号ブロックは直径 5m以上の

石器

前回一也
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が不明だが、

規模をもっ。

矢出川遺跡（第 I遺跡）は、 1953年日本で初

めて旧石器時代の細石器が発見された遺跡として

有名である。矢出川第咽遺跡は、第 I遺跡から約

1.7 km南西に位置し、 1979～ 1981年に行われた

調査の際、旧石器時代の槍先形尖頭器、ナイフ形

石器などが出土している。

農道拡幅工事に伴い平成 24年度に南牧村教育

委員会による試掘調査が行われ、旧石器時代の遺

物が確認されたため、今年度本発掘調査を行うこ

ととなった。農道拡幅範囲のうち遺物の出土が予

想される幅 4m、長さ 150mの範囲の調査を行った。

中世陥し穴

!Om 住週日i

旧石器時代のブロック

遺跡の層序は、上から順に I層耕作士、 E層黒

褐色土、皿層黒褐色土とローム層の漸移層、町層

黄褐色ソフトローム、 V層黄褐色ハードローム層

である。石器はV層上部から出土した。 I～ V層

までの深さはおよそ 1.2mである。なお、調査区

の大部分は舗装路の砕石により V層上面付近まで
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野辺山高原最古の石器群

近接する第 1・2号ブロックは黒曜石製石器を

主体とする。石刃や縦長剥片を目的的剥片とする

剥片剥離が確認できるが、打面調整や頭部調整が

なく、形状の規格性に乏しい。

これらの特徴から、本石器群の時期は姶良丹沢

火山灰降灰 （約 2.5万年前）以前と考えられる。

これまで野辺山高原では、最終氷期最寒冷期の約

2.2万年前の石器群が最古と考えられていたが、今

回の調査により同地域における遺跡の開始時期

は、約 3万年前まで遡ることが明らかとなったO

水品製石器のブロック

第 1・2号ブロックの北 10mに位置する第 3

号ブロックで、は水品製の石器がまとまって出土し

た。黒曜石製石器が含まれることと出土層位が、

第 1・2号ブロックと共通することから同時期と

考えられる。野辺山高原では水品製の細石器や石

徹、ナイフ形石器が採集されていたが、発掘調査

によるまとまった出土事例は少なく、黒曜石に比

べてはるかに利用頻度が低い。

今回、野辺山高原の旧石器時代開始期の水品製

石器がまとまって出土したことは、水晶がどの様

に利用されていたかについて、 重要な資料を提示

することとなろう 。

中世の陥し穴を調査

調査区南端付近から陥し穴が 1基検出された。

長さ 3.7m、幅 lm、深さ 1.2mの規模を測り、遺

構の底からは 7ヶ所の逆茂木痕が確認された。埋

土中の遺物の発見はないが、逆茂木材の一部が 2

ケ所から出土した。

遺構の規模、V字状の横断面形状、鋭い掘り 具

と見られる掘削痕、直接打ち込まれている逆茂木

などの特徴から中世に造られた陥し穴であると推

il!IJされる。

図46 中世の陥し穴
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三乙ニゴ

－－－、べ ，、一一¥¥_JI d二＂＇＂＇ ' .:¥¥ 

I ＼必＜＂.： 「；~＼、rι でて ,' - ／可

、S ，’ 下さ＂＇

－－ 
，品ィピ ミ弘、、t、

図47 水晶製石器 （1～3石核）
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図48 黒曜石製石器

(1～3 ナイフ形石器、4 員殻状刃器、 5 石刃、6～7 石核）
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III 整理作業の概要

遺跡、名 所在地 事業名 整理の内容（作業） 整理中の主な成果

占墳時代の土坑から出土した鉄製品は、

X線写真撮影の結果、「ヤリガンナ」で

遺構岡修正、仮図版レイアウト、
あることが判明した。また、出土土器

琵琶島 中野市 県道豊田中野線 は、接合、復元するなかで、弥生時代
遺物の接合、復元

中後半の栗林式土器でも古段階に属す

るものが多くを占めることが分かつて

きた。

にしむかつ 遺構図修正、デジタルトレス、
本文参照凶近i掌

遺物選別・接合、復元、実iHIJ

弥生時代と奈良・平安時代の集落遺跡

である。弥生時代の集落は低混地を挟

んで南北2ヶ所にある。南側の集落は

遺構図修正、デジタルトレス、
居住域と円形・方形j胡溝墓や土坑幕、土

！す胡l防Zサ畑1：た
遺物実ifitl・トレス、版組、原稿

器棺墓からなる墓域が隣接する。遺跡

周辺は佐久郡衝の推定地とされるが、今
執筆、報告書編集刊行。

回の調査では、奈良・平安時代の文字

中部横断自動車道
関連資料や施紬陶器の出土は多くなく、

佐久市
郡街の中でも下層の人キの集落ではな

いかと考えている。

遺構岡修正、デジタルトレス、

ι＇＇＂＇司ら 造物選別、遺物実iRIJ・トレス、
本文参照森、！とほか

写真振影、原稿執筆、報告書編

集刊行。

五輪塔については洗浄と注記を行った。
五輪格の洗浄、 i主記、写真撮影、 木製品は水替えを行うとともに、形状

地家 台帳作成。木製品の照合、台帳 による基礎的な分類を行ったc 今後、分
作成、水替え。 類、抽出作業を進めて、実測図作成等

を進めていく c

aせっ臼



( 1 ）西近津遺跡群

（中部横断自動車道関連）

今年度の整理 21年度から整理作業を実施して

いる。遺物では土器接合と修復がほぼ終了し、土

器、石器、金属・骨製品の実測作業を進めた。遺

構は図面修正とデジタルトレースを継続してい

る。出土骨の鑑定、弥生土器、建物跡について、

指導者を招聴し、また年代測定や樹種lriJ定、鍛冶

関連遺物分析を業務委託し、次年度の報告書刊行

に備えた。

金属製品の整理 金属製品については、昨年度保

存処理を終え、今年度は詳細な観察と実測作業を

行った。金属製品は弥生時代から近現代に至るま

でおよそ 600点出土している。その 9割以上が鉄

製品であり、青銅製品は 34点と 1割に満たない。

今回、実測と観察を終えた弥生時代の青銅製品と

出土銭について概要を記す。

弥生時代の青銅製品弥生時代の青銅製品は 11

点である。いずれも百余軒の大集落を成した弥生

時代後期の所産と考えている。器種の内訳は銅釧

9点、銅鉱2点である（表 1・図的）。腐朽・欠

損し小さくなった資料が多いが、往時の光沢と金

属色を残す資料もある。

銅釧はすべて破片であり、主に弥生時代後期の

竪穴住居跡の埋土から出土した。特別な出土状態

を示す資料はない。

形態はいわゆる帯状円環型の鋳造品で、幅が約

lOmmで推定径 60mm前後のもの（1・3・5・7

～9）と幅が約 6mmで推定径 44～52mmの小ぶ

りなもの（2・4・6）がある。円弧j犬の形4犬を留

めている資料が大半であるが、故意に平らに延ば

されている資料（1・6）もある。また欠損した部

分に折り曲げによる切断痕とみられるわずかな膨

らみが見受けられる資料（9）や、小孔を穿って

いる資料（3）もある。いずれも使用後に再加工

された状況を示すものである。特に伸ばされたり、

切断されたりした状態は銅釧の補修に伴う加工痕

というより、新たな製品へ再生させるための痕跡

と考えられる。

集落出土の銅釧片は、本来の連結着装された装

身具の役割から脱し、集落における新たな役割、

例えれば祭杷具などとして利用、廃棄したとする

研究がある Ill。佐久平は銅釧の出土数が多いこと

で知られている地域である。当遺跡南に隣接する

周防畑遺跡群の中部横断自動車道用地内で、検出さ

れた土坑墓からは連結着装された銅釧が出土して

いる。居住域と墓域で異なる出士事例は、弥生時

代後期におけるこの地域で、の剣釧の流通、利用、

再生を考える上で、新たな発見といえよう。

遺跡出土銭 当遺跡では 18点の銭が出土してい

る。内訳は日本銭として皇朝十二銭 2点、江戸 4

点（うち 1点は鉄銭）、輸入銭として北宋銭 9点、

明銭 1点、ほかに不明 1点であるc

皇朝十二銭は「神功開賓」（12・初鋳 765年）と

「隆平永質」（13・初鋳 796年）である（表 1・図

的）。「神功開賓」は台地上を流れた自然流路SD

8006の開土下層の砂層より出土している。流水

の影響もあり、やや劣化が進んでいるが字形など

は鮮明である。この流路は弥生時代後期や古墳時

代後期の時穴住居跡、古墳時代前期の古墳周溝な

どを破壊して、田切り地形と同方向に北東から南

西へ流下している。流路の形成時期は古墳時代末

から奈良時代と想定される。銭の出土した下層か

らは弥生時代後期から平安時代までの土器などが

混在しているため、銭の最終的な廃棄の様相は判

然としない。

「隆平永賓」は台地最北端の 8［~（で検出された

SK 8210から出土している。 SK8210は南北 2.36

×東商 1.98m、深さ 1.18mときわめて大形の土

坑で、底面は小さくすり鉢形を成す。銭は埋土中

層より出士し、解体されたウシ・ウマ骨、須恵器

横瓶片や杯片なども一緒に出土した。同様の大形

土坑は集落全体で 9基あり、出土土器から奈良時

代から平安時代初め頃に掘削、利用されていたと

考えている。

こうした大形土坑は、県内では佐久地）jの奈

良・平安時代の集落遺跡から 40基以上検出され

ている。埋土からは本士坑のように土器や金属製

品、石製品、動物遺体などが出土する場合が多く、

その性格については呪術的な農耕祭記に関わると
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いう説と塵芥処理目的とする説がある｛九また土

坑の形状規模から同時期に栃木県などで、報告され

ている「氷室」と想、定される円形有段遺構と同じ

性格で、あるという指摘もあるω

つぎに出土銭の集成研究からみると、皇朝十二

銭は県内でこれまでに 101点出土し、そのうち佐

久地域（佐久市・小諸市・御代田町）では 19遺

跡34点の出土例があるヘ特に浅間山南麓の台

地に繁栄した古代集落からの出土が多く、当遺跡

もその範囲にある大規模な集落遺跡である。この

地域の集落遺跡では皇朝十二銭のほかに、陶硯、

石製腰帯飾具などといった地方官街に関連するよ

うな遺物の出土が豊富であることや、東国への玄

関口に位置することから佐久郡街や東山道の所在

を推定する論考が多い。

これまでの佐久地域における調査では郡街跡や

道路跡は明確に発見されていない。当遺跡、につい

ても古墳時代後期から平安時代まで竪穴住居跡を

中心として、比較的小規模な掘立柱建物跡が伴う

集落形態であり、他府県に見られるような郡街施

設の発見は得なかった。

ただ「隆平永賓」が出土した大形土坑と似た円

形有段遺構は、官街遺跡や官街関連遺跡あるいは

それらに近接した集落遺跡からみつかるという特

徴を持つ。こうした特殊な遺構の性格について、

形態や規模、銭などの出土状況など、多方面から

の観察を加えることは、結果、遺構を保有した集

落自体の評価にもつながっていく作業と考えてい

る。

詮

(1)臼肘11＇｛之 2000「再生される銅釧一帯状円環型銅釧に

関する一悦点 J『長野県埋蔵文化財センタ一紀要J8 

(2）花｜尚弘 1995「特異な土坑について一佐久平に見られ

る奈良・平安時代の塵芥処理用土坑」『長野県考古学

会誌J第 75号

(3）『j1山汗 1996「古代日本の「氷室」の実体一栃木県ド

の例をljI心として－Jr立正史学』第 79号

(4）西山克己 2011「信濃出土の古代銭貨の用いられJiと

それが意味すること」『長野県立歴史館研究紀要』第 17

号

Nu 遺物名 出土遺構
法量（保存処理後）

重量g 備考
長さmm 幅mm 厚さmm 推定径mm

銅釧 SB0015 53.0+27.0 11.5 2.0 6.48 
同一個体、非接合。

二次加工あり。

2 銅釧 SB0015 42.5 6.0 2.5 44.0 2.50 

3 銅釧 SB0027 32.5 11.9 2.6 56.0 4.48 二次穿孔あり。

4 銅錫｜｜ SB0027 29.0 5.5 1.5 52.0 0.59 

5 銅錫｜｜ SB0067 44.0 10.0 2.3 62.0 3.40 

6 銅釧 SB0067 16.0+ 11.0 6.0 0.9 0.28 同一個体、非接合。

7 銅釧 SB0151 32.5 11.5 3.0 58.0 3.11 二次加工痕あり。

8 j） ~IJ SB0156 57.0 11.0 1.8 56.0 7.82 

9 銅釧 SB3049 16.0 9.0 1.5 0.75 
一次加工、折り曲げに
よる切断痕あり。

10 銅鍬 SB4016 33.0 10.0 2.0 2.08 鍛身部は柳刃形。

11 銅鉱 SK0019 20.5 9.5 2.5 1.36 先端、菜部欠損。

12 銭貨（神功開賓） SD8006 25.7 25.3 1.8 4.25 

13 銭貨（隆平永賓） SK8210 24.9 24.9 1.8 3.09 

表 1 弥生時代青銅製品と皇朝十二銭一覧表
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(2）森平遺跡ほか

（中部横断自動車道関連）

森平遺跡、寄塚遺跡群、今井西原遺跡、今井宮

の前遺跡について、平成 19年度から整理作業を

進めてきた。今年度は、遺構図面のデジタルトレー

ス作業と遺物の垂直・水平分布図作成、土器図面

の作成とトレース、各種観察表の作成、写真撮影

等を進め、編集作業を経て報告書を刊行した。

森平遺跡・寄塚遺跡群

森平遺跡は湯川右岸の低位段正（第 l河岸段丘）

に営まれ、弥生時代中期後半栗林 2～ 3式を主体

とし、後期までの時間幅をもっ集落で、竪穴住居

跡 22軒、掘立柱建物跡、 6棟が検出された。細別

した時期ごとに数軒の竪穴住居跡と掘立柱建物跡

からなる景観が復元され、うち半数程度には住屑

跡廃絶時の焼却が認められている。遺物では山梨

県域を経由して駿河湾地方との関係が予想される

有東式土器とその模倣品、千山川の下流域との関

係が推iJ!!Jされる完形の緑色凝灰岩製の太型蛤刃石

斧、扇平片刃石斧等、周辺地域との交流を反映す

るものもみられた。また、本遺跡、で最も古い住居

跡の床面に伏せられていた甑内から出土した歯が

渡来系弥生人のものと鑑定されたことや、壷’の口

縁部と頚部に施されていた疑似縄文がオオバコの

花茎の穂先を回転施文した結果付いたことが判目

したことも注目される。

一方、森平遺跡の対岸の河岸段丘上に立地する

寄塚遺跡群では、森平遺跡に先行する弥生時代仁1-1

期の竪穴住居跡が 1軒検出されている。

0 lOcm 

左 ：SK001-502 （有束J¥',:':il、右 SB 11 474（駿河湾系殺との折衷1¥'1)

図50 森平遺跡出土有東式とその類例

-28 

今井西原遺跡今井宮の前遺跡

寄塚遺跡群の南、湯川と干曲川に挟まれた台地

上に立地する今井西原遺跡では、古墳時代前期の

竪穴住居跡 1軒と、古代の溝跡、・流路や古代以降

の掘立柱建物跡、近世の東西に伸びる流路が検出

され、土地利用の変遷の一端が追えた。

さらに南にある今井宮の前遺跡では、 17世紀

前半の大形土坑が検出され、水利に乏しい台地上

での工夫を反映した濯概用井戸跡と考えている。

今回の 4遺跡の報告の結果、佐久平における弥

生時代の低地の集落景観と古墳時代以降の台地上

での土地利用の様相とが明らかになったといえよう。

九
亡ご＞蜘

。 (1:4) 

森平遺跡 SBOS-409査

己ご＞
4日9萱

口縁部

頚部

拡大写真

＝ご＞

オオバコ文初、大写真

図51 オオバコを回転施文した土器
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IV 普及公開活動の概要

(1) 国補事業の概要

平成 25年度国宝重要文化財等保存整備費補助金

体験学習等メニュー

①夏休み考古学チャレンジ教室の開催

実施日 .8月9日（金）・ 10日（土）

内容：埋蔵文化財センターの業務を公開

し、文化財保護思想の啓発をはかる 0

．埋蔵文化財に関わる業務の体験と見学

－発掘調査に伴う出土遺物の展示

－体験教室（土器接合 ・拓本・石器体験・石

のアクセサリ一作りほか）

参加者： 346名

図52 勾玉づくりにチャレンジ

図53 黒曜石の模擬石器で切れ昧体験

②発掘体験の実施

実施日： 7月 29日（月）・ 10月 5日 （土） ・

10月 23日（水）

内 容：遺跡の発掘体験を通して、地域の文

化財に関心をもち、 大切さを学ぶ。

参加者：長野日本大学長野小学校 321"1 

長野市塩崎地区ほか 50名

長野県北部高等学校 11名

図54 はじめて遺跡を掘る参加者

図 55

2 広報・資料作成メニュー

①信州の遺跡

［第 3号19月 30日（月）発行

内 容 ：県内の遺跡情報を掲載し、文化財を

身近に感じ、大切さを考える 0

・最新報告書から（中野市千田遺跡、松本市

横田古屋敷遺跡、辰野町荒神山おんまわし

遺跡）

－掘ってわかった信州の歴史（長野県の遺跡

発掘 2013)

－埋文キーワード（土器の復元）

－特集 文化財の公開と活用の取り組み

－埋文ほっと情報 （佐久市大豆田遺跡町、長

野市塩崎遺跡群）
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－長野県教育委員会だより （県内の発掘調査

状況）佐久穂町1前り久保遺跡、長和町和田

峠遺跡群、飯田市恒川遺跡群新屋敷地籍

－考古学の窓（古代の土器作りと粘土採掘）

［第 4号12月21日（木）発行

内容：

・最新調査成果から（松本市出川西遺跡、長

野市塩崎遺跡群、 茅野市永明寺山古墳、安

曇野市穂高古墳群）

－埋文ニュース 1 遺跡、の活用について

2 「長野県の遺跡発掘 2014」

・埋文キーワード（発掘現場の測量）

－特集 文化財の公開と活用の取り組み （安

曇野市豊科郷土博物館、御代田町浅間縄文

ミュージアム）

－史跡トピックス （恒JI！官街遺跡、の史跡指定、

松本城の史跡追加指定の答申が出され

る！、「体感！信州の文化財ガイドツアー」

が行われました）

－ほっと情報（県内の発掘調査の状況）

長野市南宮遺跡、南牧村矢出川第四遺跡、

飯田市育良社付近遺跡

－考古学の窓（幕末の玩具？ 土製模造貨を発見）

②かがみちゃんと学ぼう ジュニアこうこがく

［第 2号13月 14日（金）発行

内 容：新しく歴史を学ぶ県内の小学生を対

象に、遺跡や遺物を用いた学習の副

教材。

－信州で大発見！！ 弥生時代の青銅器

．銅鐸・銅えを調べよう

－銅鐸をつくる

．長野県の青銅器

・弥生土器

－博物館で青銅器を見ょう！調べよう！

3 案内板・説明板メニュー

設置日： 3月 14日 （金）

場所：伊那市高遠町東高遠字若宮

内 容：国道 152号伊那バイパス関連 （東高

遠若宮武家屋敷遺跡）についての遺

跡説明板の設置

協力：長野県教育委員会 伊那市伊那

市教育委員会

図 56 発掘調査地に設置した遺跡説明版

4 長野県の遺跡発掘 2014

①速報展の開催

名 称：長野県の遺跡発掘 2014

開催日： 3月21日（金）～6月1日 （日）

会場：長野県立歴史館

内 容：平成 25年度に長野県埋蔵文化財セ

ンター及び県内市町村が発掘調査し

た23遺跡、約 390点の出土遺物を展

示・公開する。合わせて期間内、講

演会・遺跡報告会を開催。

②遺跡報告会・講演会

開催日： 3月22日（土）

報告会： 1. 浅間山麓の弥生集落

2. 善光寺平周辺の弥生集落

講演会： 「ヒミコ時代の信州、比西日本」

講 師：工楽善通（大坂府立狭山池博物館館長）

図 57 長野県の遺跡発掘展示のようす
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(2）展示会・講演会

①長野県埋蔵文化財センタ－ 30周年速報展

「掘ってわかった信州の歴史」

長野県埋蔵文化財センター速報展

「長野県の遺跡発掘 2013J

主催：長野県埋蔵文化財センター、長野県立歴史

館、長野県伊那文化会館

＜長野県立歴史館会場＞

会期：平成 25年 3月 16日（土）～6月 2日（日）

来館者： 15,237名

内 容：昭和 57年の設立から現在まで 30年間に

長野県埋蔵文化財センターが発掘した

342遺跡のなかで、信州の歴史を塗りか

れた出土品を展示公開した。

030周年記念講演会 フードトーク＆ミニコン

サート

3月 23日（土）聴講者 114名

講演会演題：「縄文時代の食文化」

講師：渡辺誠名古屋大学名誉教授

フードトーク＆ミニコンサート

渡辺誠名古屋大学名誉教授

会田進長野県考古学会長

美咲 長和町黒耀石親善大使

大竹憲昭 長野県埋蔵文化財センター調

査部長

。埋文体験デー： 5月3日 （金） 参加者 185名

歴史館の内外にブースを設け、土器洗いや測量

機器・カメラ操作、拓本などの体験型イベント

を実施。親子連れでにぎわった。

図58 30周年記念講演会 フードトーク

図59 伊那文化会館「埋文体験デー」土器の拓本体験

＜長野県伊那文化会館会場＞

会期：平成 25年 7月 13日（土）～8月4日（日）

来館者： 1,255名

内 容：歴史館と同様の巡回展示。

O講演会

7月 20日（土） 聴講者 60名

演題：「縄文・弥生の木の文化」

講師：山田昌久首都大学東京教授

0埋文体験デー： 7月 27日（土） 参加者 60名

②県庁ロビー展

会場：長野県庁 1階玄関ホール

会期：平成 26年 2月17日（月）～2月21日（金）

内 容： 25年度の成果をパネルと出土品で紹介。

③ 「写真でみる長野県の遺跡発掘 2014」

会場：しなの鉄道屋代駅千曲市民ギャラリー

会期：平成 26年 2月24日（月）～3月2日（日）

内 容：「長野県の遺跡発掘 2014」プレイベント。

パネルと出土品で紹介。

共催：長野県立歴史館、 千曲市教育委員会

④長野県埋蔵文化財センタ一速報展

「長野県の遺跡発掘 2014」

主 催：長野県埋蔵文化財センタ一、長野県立歴

史館、長野県伊那文化会館

＜長野県立歴史館会場＞

会期：平成 26年 3月21日（金）～6月 1日（日）

内 容 ：主に今年度調査した 14遺跡と県内市町

村が調査した 9遺跡、の出土品約 390点を

展示公開した。
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(3）現地説明会

県教育委員会との共催事業として、 6遺跡で実

施した。参加者は延べ 567名であった。

①高尾 A遺跡高尾古墳群5号墳（佐久市）

8月3日 （土） 57名晴

新たに発見された古墳の横穴式石室と縄文時代

前期の竪穴住居跡等を見学いただいた。未周知の

古墳であったこともあり、炎天下のなかであった

が、 県外からの見学者もみられた。

図60 古墳石室の説明風景（高尾古墳群 5号墳）

②神之峯城跡（飯田市）

9月 28日（土） 48名晴

山城の中につくられた掘立柱建物跡で構成され

る屋敷跡などを見学いただいた。駐車場から見学

地までが離れていたため、歩いていただくことと

なったが、見学者からは、多くの質問を受けるな

ど、関心の高さが感じられた。

③塩崎遺跡群（長野市）

10月5日（±） 213名 II青

弥生から平安時代の重なり合う竪穴住居跡、方

形周溝墓、北信地域では初めての馬の埋葬事例な

どを見学していただいた。また、体験発掘も併せ

て実施した。ご家族で参加される方など、多くの

方の参加をいただいた。

④浅川扇状地遺跡群（長野市）

11月 16日（土） 183名晴

古墳から古代の竪穴住居跡、中世の掘立柱建物

跡や井戸跡を見学していただいた。出土した土器

や石器のほかに、幕末の土製模造貨 （一分銀）な

どを現場事務所で展示し、多くの見学者に興味深

くご覧いただけた。
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図61 説明に聞き入る参加者（塩崎遺跡群）

⑤南大原遺跡（中野市）

10月17日（木）～24日（木） 30 :'.f:', 

地元の住民の方向けの現地公開として実施し

た。弥生時代の竪穴住居跡、際床木棺墓、方形周

溝墓などを見学していただいた。地元の歴史につ

いて、積極的に質問される姿がみられた。

⑥小山の神 B遺跡（佐久市）

11月 13日 （水）～15日（金） 36 1:71 

現地公開として実施した、緩やかな斜面につく

られた古代の竪穴住居跡、石組のよく残るカマド

等を見学いただいた。短期間であったが、地元の

遺跡調査例として、説明に興味深く聞き入ってい

ただいた。

図 62 屋敷跡の説明風景（神之峯城跡）



v 研修等の概要

(1)講師招聴などによる指導

月 日 所属 職・氏名 指導内容

海岸寺遺跡、の石垣調査法と寺院立地と山

6月7・8日 東京都豊島区郷｜：資料館 学芸員橋II Ji：志
城の関係について

飯田市神之峯城跡、の城城における空間構

成について

6月20日
伊那谷白然友の会 理事松島信幸 神之峯城跡の地形環境について

9月 1211 

京都大学 名誉教授茂原信生
11月 11～ 13 R 

西近津遺跡群ほかの出土竹について
3月5～ 7日 総合研究大学院大学 准教授本郷一美

濁協医科大学 技術職員 楼月二秀雄

佐久市教育委員会 須藤隆司
11月 1211 矢出川第珊遺跡の発掘調査について

御代田町教育委員会 4苧L目E 『作開亙乙

12月511 信州大学 教授保相IJJm-・ 塩崎遺跡群の堆積土層について

12月 1011 飯田市上郷考古博物館 館長市津英利 塩崎遺跡群の発掘調査について

1月27LI 明治大学 教授安蒜政雄 矢出川第四遺跡の石器について

2月3～ 5日 京都大学 名誉教授茂原信生 塩崎遺跡群の出土骨について

2月 13日 御代田町役場 小山岳夫 西近津遺跡群ほかの弥生上器について

3月 13日 別府大学 客員教授宮本長二郎 西近津遺跡群の建物跡について

3月21・22日 大阪府立狭山池博物館 館長工楽詩通 西近津遺跡群ほかの整理指導

(2）全埋協等への参加

期 日 会議名 開催地 参加者

4月24II 公共開発事業に伴う埋蔵文化財保護に係る関係者会議 塩尻市
上川典男 鶴田典昭

谷和隆

6月20・21日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会総会 草津市 会津敏男 大竹憲昭

6月2111 文化財保護行政市町村担当者会議 長野市
村山清治岡村秀雄

宮村誠二

10月 17・18日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会中部・北陸ブロック連絡会 新潟市 窪山久雄 岡村秀雄

10月24・25日 関東甲信越静地区埋蔵文化財行政担当者職員共同研修協議会
八王子市 上田真水i宰教子

府中市 柳i宰亮

10月30日 市町村理蔵文化財担当者発掘調査技術研修会 松本市
谷和隆前HJ一也

宮村誠二

11月 19日 関東甲信越静地区埋蔵文化財行政組当者会議 千葉市 大竹憲昭

11月21・22日 全国tlll.11詩文化財法人連絡協議会研修会 さいたま市 上田典男 ｜湖付秀雄

1月8日 指導主事・専門主事会議 長野市 栗林幸治三木雅博

2月5～7日 埋蔵文化財担当職員等講習会 宇都宮市 上田典男

2月 18・19日 博物館等関係職員研修会 千曲市
栗林幸治前川 A 也

宮村誠二
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(3）研修および資料調査

期 日 参加者 場所 内 fr 

6月 10～14日 前凶一也 奈良県 奈良文化財研究所専門研修「建築遺構調査過程J

6月 24～28日 栗林宰治 奈良県 奈良文化財研究所専門研修「建造物保存活用基礎課程」

9月 30日～10月4u 高津希望 奈良県 奈良文化財砂｜究所専門研修「三次元計測過程」

1月27・28日
谷手II隆

東京都 明治大学博物館 「矢出川第四遺跡に係る資料調査」
前田・也

3月5日 黒岩隆 東京都 首都大学東京 「南大原遺跡出土木製品の性格について」

(4）学会・研修会などでの発表

月 日 派遣先 担当者 ｜λ］ n合←・

5月 12日 長野県考古学会 大竹憲昭 総会における報告会「掘ってわかった信州の歴史」

5 H 25日 長野県立歴史館 鶴田典昭 「列島最古級の石器」（信州の遺跡講座）

6月 13日 東信史学会更埴支部 水i宰教子 「千曲川流域における縄文中期の東北系土器」

7月 28日 長岡市立科学博物館 綿田弘実 「栃倉式土器と信州の土器」

10月 11日 平穏土建
大竹憲昭

「拠蔵文化財と私」
栗林幸治

11月2日 下伊那教育会 町田勝則 「弥生時代の磨製石鍛をめぐって」

11月 10日 上田市立信濃国分寺資料館 麿瀬昭弘 市民講座「縄文土器のはじまりと上IH地方J

12月 15日
飯田市上久堅まちづくり委

河西克造 「上久堅地区の 3年間における遺跡発掘調査の成果j
員会ほか

2月2日
長野市篠ノ井共和

大竹憲昭 「長野県の遺跡を発掘する 塩崎遺跡群の発掘調査他」
郷土を主IJる会、篠ノ井公民館

3月 12日 篠ノti：地区住白協 西香子 「本年度発掘著差の概要と主な成果について」

3月 30日 中野市立博物館・生涯学習課 黒岩隆 「ふるさとレポート発表会」

(5）市町村・関係機関なと‘への協力

月 日 依頼元 担当者 協力・指導内容

篠ノ井地区住民自治協議会
大竹憲昭

4月 17日 篠ノ井史跡等ボランテイア
谷和隆

施設見学、体験道場

ガイド会

4月 18. 26 11 

5月 14・15・

18日
長野県立歴史館 水深教子 PEGを利JIJした保存処理に関する細部の技術指導

6月 16日

9月 23日

10月 1日

A
斗
A

q
J
 



月 日 依頼元 担当者 協力・指導内容

｜刈村秀雄

町田勝則

6月 9LI 埼玉弥生土器観会 l二田真 佐久市西－IH塚遺跡群ほか出土の弥生土器の資料調査

柳i宰亮

内堀団

6月 14日 窪田久雄

7月30日 会津敏男

9月6R 
長野県教育委員会

大竹憲昭
県立歴史館のあり方検討会

11月 61:::1 上田典男

1月 21日 ｜刈村秀雄

3月 19日 町田勝則

6月 191:::1 

10月2日
長野県教育委員会

上田典男
長野県の埋蔵文化財行政の整備充実に関する協力者会議

1月 10II 谷和 隆

3月5日

6月 281:::1 長野商工会議所篠ノJI：支部 大竹憲昭 施設見学

7月 11日 長野県教育委員会 上田典男 県宝「柳沢遺跡出土品」の保存活用に係る指導

7月 29日 篠ノ井西部郷土史会
上田典男

佐久市塩崎遺跡群発掘調査の現地見学
！寅瀬昭弘

大竹憲昭

8月27H 大正大学 上田典男 施設見学および長野市塩崎遺跡群発掘調査の見学

！責瀬日目弘

8月 30日 松本市教育委員会 M西克造 虚空蔵山城跡発掘調査および井川城発摘調査の現地指導

9月 12f:l 長野建設事務所 鶴田典昭 浅川扇状地遺跡群発掘調査の現地見学

9月 24日 北信高等学校長会 大竹憲昭 施設見学

9月25日 長野市立信里小学校
ト．田典男

長野市塩崎遺跡群発掘調査の見学
1Jy 香子

10月23日 長野県北部高等学校 鶴田典昭 浅川扇状地遺跡群発掘調査の現地見学

11月 151:::1 塩崎地域の文化遺産を守る会
f：田典男

長野市混崎遺跡群発掘調査の見学
l河香子

12月 9Fl 塩崎地域委員会 ｜川香子 長野市塩崎遺跡群発掘調査の見学

2月5日 佐久市教育委員会 di JI I隆之 大豆田遺跡N出土の陶磁器類の鑑定

2月 171::1 樋口誠二 トー田典男 センタ一保特の資料見学

3月 24日 村上di教育委H会 水i事教r
春木山遺跡II＼土土器（大木8a ・ 8 b）の型式学的理解・分類

について

F
D
 

q
t
u
 



(6）学校関係への協力・指導

期 日 学校名 内容 担当者

4月 16日 北相木村立北相木小学校 社会科見学 大竹憲昭

4月25日 長野市立鍋屋田小学校 出前授業 柳i宰亮長谷川桂子

5月 14日 北相木村立北相木小学校 社会科見学 大竹憲昭

5月 16・17日 長野市立篠ノ井西中学校 職場体験 大竹憲昭

6月 17日 長野市立綿内小学校 出前授業 町田勝則内堀団

7月2～4日 信州大学教育学部附属長野中学校 大竹憲昭鶴田典昭
職場体験

7月 16日 飯綱町立飯綱中学校 大竹憲昭鶴田典昭

7月 29日 長野日本大学学園長野小学校 体験学習（発掘作業） 町田勝則鶴田典昭

7月 29日～8月9日 長野工業高等専門学校
実務訓練（インターン

大竹憲昭鶴田典昭
シップ）

9月 26日 長野市立篠ノ井束中学校 出前事業 大竹憲昭 岡村秀雄

長野市立犀陵中学校
10月9・10日

大竹憲昭

長野市立広徳中学校 大竹憲昭

10月 10・11日 長野市立松代中学校 職場体験 大竹憲昭

10月 22・23日 長野市立川中島中学校 大竹憲昭西香子

10月 23・24日 長野市立篠ノ井束中学校 大竹憲昭西香子

1月 16日 長野県立篠ノ井高等学校 3年生教養講座
大竹憲昭上田典男

岡村秀雄町田勝則

大竹憲昭 岡村秀雄

1月24日 南牧村立南牧南小学校 出前事業 町 田 勝 則 谷 和 隆

前田一也

-36-



(7）資料の貸し出し

貸与先 貸与資料 貸与期間 11ili与ー

(1［）原製作所
中野市相｜日n遺跡出－1－.の銅鐸の 3次

掲載許可
銅鐸 3点の 3Dスキャンデ

元デジタル；lj・iJIJjデータ タ及び組、kデ タ

長l刈rli立科学博物館
中野リi下川追跡、出土資料25点

長岡市民高純文館夏季企両

同調~写真資料等 9 点
7月17II～9月上旬 展で展示及び解説等の写真

掲載

飯川rli教育委員会 飯田I川市之峯城跡の写真

「三遠｜羽信しろあとセミ

使JIJ計二日J ナー」での守1・例報告として

利用

御代川目JIf：浅間縄文 佐久rliJi'd 防~fH遺跡排出土勾玉、飯
「発掘された信州｜の考古遺

ミュージアム 田市竹｛左中原遺跡、の石器写真ほか
9月25IJ～12月13日 産展」で展示およびパネル

掲示

篠ノ JI:ド石川老人クフブ
長野di掬Iii奇遺跡群の写真パネル

「親手II会」
llJllOH 「文化芸能祭」における展示

長野県文化u1・活用活性化
佐久rli地家遺跡出土の板碑

「体感！信州の文化財ガイ

実行委員会
掲載計二日J ドツアー」パンフレットへ

の掲載

篠ノ井住民自治協議会塩
長野市塩崎遺跡群の発掘調査写真

崎地域委員会
デジタルデータを提供 「協議会だより」への掲載

（株）しなのき書房
佐久市西近津遺跡群の大型竪穴住

掲載許uJ
「信濃歴史の焦点（仮題）」

居跡写真 への掲載

長野県立歴史館 長野dii荒川扇状地遺跡群の発掘写真 デジタルデータを提供
「やさしい信濃の歴史講座」

で利川

松本rli立考11i博物館 松本rli海岸寺遺跡発掘調査写真 1 fl 28 LI～2月23日
「発掘された松本 2013」で

の展示

まll久氏研究会 神之寄生城跡発掘調公写真 2月21H～3月3ll 
下久堅地｜ベ「文化祭」にお

ける展示

（株）週刊長野新聞社
長野リii長川凶状地遺跡群出土土器

掲載許可
「週刊長野」 3Jll5LJ号へ

写真 の掲載

（株）ジャパン通信情報
神之本城跡現地説明会資料

「文化財 IH 土的手~J 5～6月

センター
デジタルデータを提供

号「各地の動jf1］」への掲載

佐久考占学会 西近津遺跡排出土古代銅印 掲載許可
「佐久考古通信」 No.112号

への掲載

円

iqJ
 



羽組織・事業の概要

(1)組織

［役員112名 H26.3.10現在

理事長 前文化庁長官 副理事長県芸術文化協会長 常務理事

理事 駒ヶ根市原美術館顧問 サイトウ・キネン・フェステイパル松本総合コーデイネーター

信濃美術館長 県民文化会館長 伊万11文化会館長 飯田市上郷考r1i博物館長 松本文化会館長

院事 2名

所長

事務局 8名

副所長（兼管理部長）
埋蔵文化財センター 37名ト→

管理部 4 (5）名

県民文化会館 19名 L: 
伊那文化会館 15名

調査部 31名

松本文化会館 17名

調査部長丁調査第 1課 9名

課長主任調査研究員 臨職

調ft第 2諜 12名

信濃美術館 27名
課長調査研究員

調7合5第3課 8名

飯田創造館 61'1 I 」課長 J.任調査研究員 臨l隙

(2）職員（事務系臨時職員を除く） H 26.3.10現在

所 長 窪田久雄

副 所 長 会津敏男

管理部長（兼） 会津敏男
行

管理部部長補佐 佐藤国llH
E明

管理課長 村山清治
昔日

職 員 戸谷良子

調査部長 大竹憲昭

調査課長 （第 1課〕上田典男 〔第 2諜〕岡村秀雄 〔第 3課〕町田勝則

主任調？を研究員
〔第 1 課）贋i~説明弘 di川隆之河西克造

〔第 3 課〕綿Hi~l、実
調

〔第 l課〕酉待f i；本雅博古賀弘一前川一山
査

〔第 2課〕上川真伊藤友久若林卓水浮教f

音日
，~.~；任研究貝

寺内貴美子長谷川桂子谷干Ill年初Iii事売

栗林幸治内堀団宮村誠二

〔第 3課〕鶴川典llH 忠{1- 隆康田和穂鈴木時夫大津泰智

高W：希望

調 1t H 〔第 3課〕大久保邦彦
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(3）事業 経費は H26.3.22現在

事業名 委託事業者 事業個所 事業内容｜経費（千円）｜

発掘作業

整理作業 I 233ヱ241中部横断自動車道
国土交通省

関東地方整備局

佐久市

周防畑遺跡群ほか
報告

一般国道 18号

（坂城更埴バイパス）

国土交通省

関東地方整備局

長野市

塩崎遺跡群
発掘作業 91,447 

調｜一般国道 474号 ｜凶土交通省 ｜飯田市

飯喬道路 い1＇部地方整備局 ｜神之峯城跡
発掘作業 126,808 

査卜－ ---- +- --+-
｜ ｜長野市

県道高田若槻線 ｜長野建設事務所 ｜ ｜発掘作業 I 136,043 
｜ ｜浅川扇状地遺跡群

A 

－｜一｜県道豊田中野線
託｜在

整卜一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一十 一一一 一 ↑ 

中野市 ｜発掘作業整

琵琶島遺跡 ｜理作業

｜ ト一一一一一一一一一一一一ー ｜北信建設事務所
事

業｜報｜県道三水中野線

fr. 
仁3

研

修

等

事業

通常砂防

農道改修

県営中山間総合整備

調査研究員研修事業等

中野市

南大原遺跡
発掘作業

松本建設事務所
松本市

海岸寺遺跡
発掘作業

佐久地方事務所
南牧村

矢出川遺跡
発掘作業

｜高森町
高森町

｜角田原遺跡

発掘作業

（技術指導）｜

奈良文化財研究所等での

県教育委員会 研修への参加、広報誌の｜研修等

発刊

3月： 30周年企画展「掘ってわかった信州の歴史」 長野県の遺

跡発掘 2013 長野県立歴史館

7月： 30周年企画展「掘ってわかった信州の歴史」 長野県の遺

跡発掘 2013 県伊那文化会館

8月：夏休み考古学チャレンジ教室

2月：屋代市民ギャラリー展

I 3月：速報展長野県の遣問 2014 長一史館

随時：遺跡の現地説明会

広報誌等の発刊

「信州の遺跡」 3・4号

「ジ、ユニア考古学」

調査遺跡説明版設置（伊那市）

-39-

35,696 

23,854 

28,346 

10,141 

7623 

384 

1100 
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